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研究成果の概要（和文）：外国人留学生が直面する問題を，釧路高専、八戸高専、津山高専、香川高専における
留学生ヒアリング調査を基盤に、全国国際寮調査研究も援用し、適応を阻害する要因、各種状況を明らかにする
とともに，多文化教育，学習支援，進路指導，チューター教育，留学生に特化した相談体制など，留学キャリア
形成のための指導・支援システムを国別教育プログラムとしてモデル確立，検証している。
特に香川高専を中心に、留学生修学支援ワークショップ、日本人チューター教育（異文化コミュニケーション理
解，　ピア・サポート，イージージャパニーズトレーニング等）を蓄積し、両実践を連結させた日本語授業の教
材開発を行い実践展開している。

研究成果の概要（英文）：This research identifies the challenges faced by international students, 
drawing upon interviews conducted at Kushiro, Hachinohe, Tsuyama, and Kagawa KOSENs, and 
supplemented by national surveys on international dormitories. It clarifies the factors and 
circumstances that hinder student adaptation. Furthermore, the study establishes and evaluates 
country-specific educational program models designed to support international students in their 
career development. These models include multicultural education, academic support, career guidance,
 tutor training, and specialized counseling systems.
Kagawa KOSEN, in particular, plays a leading role in developing study support workshops and training
 programs for Japanese tutors, which include components such as intercultural communication, peer 
support, and Easy Japanese. The project integrates these practices to create and implement Japanese 
language teaching materials.

研究分野：高専教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の遂行は，グローバルエンジニア人材育成の探究，工学系留学生の発展的留学キャリア形成に寄与する実
証的・実践的研究に資するものであり，高専教育への貢献度は極めて大きい。
留学キャリア達成に焦点を当てた研究として先駆的性質をもつとともに，不適応要因を多角的・多層的観点から
分析し，開発教材や支援活動を教育現場に導入・展開している。
本実証的・実践的研究の成果は，留学キャリア形成の修学支援システムをモデル構築する，グローバル人材教育
の展開に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

留学生教育に関する研究は語学教育，特定の科目教育，研究指導に対するもので占められてお
り，潮流といえる．しかしながら，外国人留学生全てが，希望どおりのキャリア形成を成し卒後
を迎えるわけではなく，一定数は留学を中断，ドロップアウトする現況が確認できる． 

このように，高等教育機関における留学生の修学継続・修学達成に焦点を当て，不適応要因・
阻害要因の分析及び修学達成モデル構築を実証的に明らかに示した研究は示されてこなかった．
ここに，学術的問いを指摘するものである． 

 

２．研究の目的 

 本研究目的は，外国人留学生の学校生活及び留学キャリア形成を達成あるいは阻害する要因
並びに留学中断・ドロップアウト状況を解析し，留学前事前教育のあり方，異文化教育，学習支
援，進路指導，チューター教育，留学生に特化した相談体制など，留学キャリア形成のための指
導・支援システムを国別にモデル確立し，全高専での教育展開の基盤をなすことを研究の最終目
的とする． 

 

３．研究の方法 

 外国人留学生を対象とした高専での学校生活の定着・活躍の成功要因，修学継続の障害・課題
要因は研究蓄積されておらず，これらを探究する調査研究は数的にも質的にも類をみない． 
そこで，全国工業高等専門学校（以下，高専）のスケールメリットも活用した全国高専 51 校

55 キャンパスの中から国際寮及び外国人留学生を対象とした調査を実施する． 
次に，外国人留学生の社会的・文化的背景や留学生がもつ特徴を踏まえた修学継続のための教

育モデルを設計する． 
 
４．研究成果 
 本調査研究とともに香川高専において教育実践を行い，留学生修学支援ワークショップ年間
約 40 回開催，学年や年間スケジュールにおける外国人留学生の学習・生活のつまずき，悩み，
困難な状況等を把握・整理し，特に次の点が明晰できた．留学生コーディネーターの活用及び効
果，日本語学習支援，異文化適応促進に向けたサポート，留学生と日本人学生とのコミュニティ
の形成を目指した交流の場の提供，関係部署教職員・学校保健室・学内の専門職との連携，国際
寮の居住空間による国際交流の活用法，医療アクセスへのサポート及びメンタルケアサポート，
生活支援の展開等である． 
その有効性と教育モデルの設計，実践の効果を検討した．中でも，津山高専及び八戸高専にお

けるヒアリング調査からは，教員及びチューターによる関り並びに働きかけが重要な位置づけ
を占めることが明確となった．そのことから，チューター教育の強化，留学生支援の改善及び充
実化，問題解決に向けた効果的なアプローチ法の導出に努め，ピア・サポート研究による学生間
の交流の活性化に注力し，展開中である． 
 本研究成果の一部を以下に示す． 
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